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事  務  連  絡 

平成２１年５月４日 

    都 道 府 県  

 各  保健所設置市  衛生主管部（局）長 殿 

    特 別 区 

 

 厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部事務局長 

 

新型インフルエンザの診断検査のための検体送付について 

 

新型インフルエンザの診断検査のための検体送付については、平成２１年５月１日

付け事務連絡「新型インフルエンザに係る積極的疫学調査の実施等について」の別紙

２に示しているところですが、新たな検査法の導入初期でもあることから、地方衛生

研究所でウイルス検査（PCR 検査）を実施する場合にあっては、当分の間、以下の

取扱いとしますので、貴管下保健所に周知徹底をお願いいたします。 

 

１．臨床検体の採取にあたっては、咽頭ぬぐい液 ２検体、又は鼻腔ぬぐい液 ２検  

体を採取すること 

 

２．地方衛生研究所に１検体を送付すると同時に、国立感染症研究所へ１検体を送付

すること。 

なお、国立感染症研究所へ送付するにあたっては、次の宛先に送付することとし、

事前に国立感染症研究所村山庁舎（TEL 042－561－0771）業務管理課に次の連絡

事項ともに、送付する旨を連絡すること。 

【連絡事項】 

① 保健所名、担当者、問い合わせ連絡先電話番号 

② 送付予定年月日、時間、（可能であれば到着予定時間） 

③ 検査地方衛生研究所 

④ 送付検体数 

⑤ NESID の検体ナンバー 



【送付先】 

〒２０８－００１１ 東京都武蔵村山市学園４－７－１ 

  国立感染症研究所「新型インフルエンザ検査受付係」 

 

また、送付に当たっては、事前に地方衛生研究所へ連絡し、NESID の検体ナン

バーを伝えるとともに、地方衛生研究所が検体情報入力フォーマット(Excel ファイ

ル)に入力する臨床検体番号を、確認の上、その番号記載したラベルを送付検体に

付すこと。なお、「新型インフルエンザウイルス検査対応指針と検体搬送のガイド

ライン」の「第５章 ラベリング」、「第６章 臨床検体の輸送」に沿って行うこと。 

 

３．地方衛生研究所においては、保健所が検体を送付する時点で、保健所から連絡を

受けた NESID の検体ナンバーを、既に、感染研より各地方衛生研究所へ配布されて

いる「検体情報入力フォーマット(Excel ファイル)」に入力して、そのファイルを

「バージョン １」として、メールにより感染研指定のメールアドレス

（swineflu@nih.go.jp）へ送付すること。 

また、検査結果が出た場合は、同じファイルに結果を記入し、「バージョン ２」

として送付すること。 

 

 例）横浜市衛研 090501-1v1 

      横浜市衛研 090501-1v2 

 

なお、「検体情報入力フォーマット （Excel ファイル）」のファイル名の取り扱い

は、「新型インフルエンザウイルス検査対応指針と検体搬送のガイドライン」の「第

２章、１）診断検査優先実施期 、地衛研での対応」の⑥に沿って行うこと。 

 

 

照会先： 

厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部事務局 

清水（昌） 

０３－３５０６－７３１２（内）２４９ 







 

事 務 連 絡 

平成２１年５月５日 

 

 

  都道府県 

各 政 令 市   新型インフルエンザ担当部（局）長 殿 

特 別 区 

 

                     厚生労働省健康局結核感染症課 

 

 

新型インフルエンザ（インフルエンザＨ１Ｎ１）の症例定義について 

 

 

平成２１年４月２９日、健感発第 0429001 号厚生労働省健康局結核感症課長

通知「新型インフルエンザ（豚インフルエンザＨ１Ｎ１）に係る症例定義及び

届出様式について」において症例定義を定め、５月１日事務連絡において、症

例定義にある「新型インフルエンザが蔓延している国又は地域」について、メ

キシコ、アメリカ、カナダと定めたところです。 
このうちアメリカについては、アメリカ（本土）を指すことを念のため申し

添えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                          

「新型インフルエンザが蔓延している国又は地域」について 

（５月５日 12 時：最終更新） 

 

・国立感染症研究所の情報を参考に、症例定義における「新型インフルエ

ンザが蔓延している国又は地域」を以下のとおり定めます。 

 

（新型インフルエンザが蔓延している国又は地域） 

 

メキシコ 

アメリカ（本土） 

カナダ 

 

※ 今 後 は 、 状 況 に 応 じ て 、 厚 生 労 働 省 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.mhlw.go.jp/）にて、周知していきますので、ご確認く

ださい。 

            

 

http://www.mhlw.go.jp/
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    都 道 府 県  

 各  保健所設置市   衛生主管部（局）長 殿 

    特 別 区 

 

 厚生労働省 新型インフルエンザ対策推進本部 事務局 

 

新型インフルエンザ相談対応窓口の設置状況について 

 

標記については、先般、都道府県等から提出のありました調査票データを本日公表

したので、お知らせいたします。 

 

 

   厚生労働省ホームページ   新型インフルエンザに関する情報 

  http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/090504-01.html 

 

                    

 

 

照会先   

厚生労働省  

新型インフルエンザ対策推進本部 事務局 国内班 

              TEL 03-3506-7312   (内)210・211・250 

 




